
令和５年度徳島県田園環境検討委員会 

 

Ⅰ 日 時 

  令和６年３月８日（金）午前１０時から午前１１時４５分 

 

 

Ⅱ 場 所 

  徳島県庁９階 ９０１会議室 

 

 

Ⅲ 出席者 

 【委員】井藤大樹、尾崎澄子、河口洋一、板東達生 
（アイウエオ順 敬称略 ５名中４名出席） 

 

 【 県 】農林水産部次長(農山漁村振興課長事務取扱)，生産基盤課長他 

 

 

Ⅳ 委員会次第 

 １ 開 会 

  ２ 挨拶 

  ３ 議 事 

  （１）農業農村整備事業の「環境との調和への配慮」について 

    （２）農業農村整備事業の環境配慮実績について 

 ４ 閉 会 

 

 

＜配付資料＞ 

 ・会議次第 

 ・配席図 

 ・徳島県田園環境検討委員会等設置要綱 

 ・徳島県田園環境検討委員会委員名簿 

 ・審議地区の環境との調和への配慮取組み 

  ・環境配慮実績報告書 



Ⅴ 会議録（要旨）       

 １ 開 会 

 

 ２ 挨拶 農山漁村振興課長 

 

 ３ 議 事 

（１）農業農村整備事業の「環境との調和への配慮」について 

 

  ①老朽ため池等整備事業 金川池地区 

 

【委員】 

 希少植物について、これまでも専門家の意見を伺いながら実施してきたかと思うが、工
事中に類似環境へ移植した個体は生き残れるものなのか。 

 

【県】 

 全ての個体が消失した事例は無い。また、他地区で同植物の移植を行った箇所があり、
モニタリングにて個体が確認されている。 

 

【委員】 

 ため池改修にて水位を落とす際、特定外来生物が流下してしまう可能性があるのではな
いか。対策例として、流下口に網を設置し採捕を行い処理するなど、特段の配慮をするこ
と。 

 

【県】 

 水位を落としつつ処理可能な個体については対処し、流下時の対策については対策例を
参考とし、対応していきたい。 

 

  ②老朽ため池等整備事業 慶田の池地区 

 

【委員】 

 移入種と考えられるコイの個体が確認されている。水質が悪化している状態でも生き抜
くことができ、対処したとしても工事完了後に移入される可能性がある。このことについ
て、対策を考える必要があるかと思う。 

 

【県】 

 可能な限り地域に対して周知していきたい。 

 

③経営体育成基盤整備事業 日吉地区 

【委員】 
 魚介類について、希少種が集中的に確認された箇所を重点的に配慮していくべきではな
いか。例えば、一度に該当箇所を工事してしまうと魚の逃げ場が無いため、半分ずつ工事
を行うなど、配慮する必要がある。 
  
【県】 
 詳細な工事時期、工事実施箇所が決まり次第、対応を考えていきたい。 
 
【委員】 

 メダカについて、近年で個体数が多くなったと感じている。その中で、希少なメダカを
判別するのは難しいのではないか。 

 



【委員】 

 判別は年々難しくなっている。観賞用で販売された個体や別の地域から持ち込まれた個
体が在来種と繁殖し、外来種と遺伝子が混合した個体も増えている。安易にミナミメダカ
と判別できないことから、工事箇所の個体を保護し別の箇所へと移してしまうことで、外
来種の遺伝子が地域の個体に入り込んでしまう可能性がある。個体数も多く見つかってい
るミナミメダカについて配慮は必要ないと考えられる。また、ミナミメダカよりヌマムツ
に配慮するべきだと考える。ヌマムツは生息域を外来種に侵略されており個体数が減少し
ている。ミナミメダカと違ってヌマムツは移入してくることは無いため、ヌマムツを守る
ことに重きを置く方が良いのではないかと思う。 

 

【県】 

 どのように配慮を行っていくか今後の検討課題であり、現場の状況を見て判断していき
たい。ヌマムツについて、現時点では個体が確認された箇所で工事実施の予定は無い。今
後の計画で、工事実施範囲となった場合は、適切に対応していきたい。 
 
【委員】 
 ヌマムツの生息地域は、本資料で確認された箇所だけではなく、移入したり流出したり
する水路を行き来しているものと考えられる。そういった水路に目星をつけておき、工事
を実施する際は、目星をつけた場所へ逃がすことや、行き来している水路と連続性を保ち
ながら工事を行うと、ある程度は個体への影響は軽減できる。また、ヌマムツが生息して
いない時期を狙って工事を行うなどの対応も有効ではないかと考えられる。 
 
【県】 
 承知いたしました。 
 

（２）農業農村整備事業の環境配慮実績について 

【委員】 

 長生中央の活動について、地元の小中学校と希少植物の採取活動を実施されたというこ
とで、他地区で実施されていない活動と思います。なぜ、この地区だけが地元と活動でき
ているのでしょうか。とても良い事例だと思います。 

 

【県】 

 地元に環境について興味をもっている方がいるため、今回の実施に繋がった。 

 

【委員】 

 これまでの環境配慮の取り組みについて、実績が多く蓄積されており、種ごとにどのよ
うな配慮を行うことで成功するかが分かってきているため整理をお願いしたい。 

 

【県】 

 どのような形となるか不明だが考えてまいりたい。 

 

４ 閉 会 


